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小学生は、水を
どのように学んでいるのか

第11回 水の文化楽習 実践取材

＜埼玉＞　流域の情報を網羅する、21年の歴史を持つ社会科副読本

本連載も11回目を迎えました。全国を飛び回っていると、水の文化楽習も「こんな

伝え方があったのか」と人の数だけバラエティーがあることに驚かされます。

では今の小学校では、水の文化はどのように教えられているのでしょうか。肝心な

ことを調べ忘れていた、ということで、今回は足元の教育現場を教えていただくため

に、埼玉県の小学校にうかがいました。
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副
読
本
が
お
も
し
ろ
い

編
集
部
に
は
小
学
生
の
子
供
を
持
つ

親
が
、
何
人
か
い
る
。
始
業
式
を
迎
え

る
こ
ろ
に
話
題
に
な
る
の
が
、
子
供
が

小
学
校
で
受
け
取
っ
て
く
る
教
科
書
の

薄
さ
だ
。

「
お
れ
た
ち
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
教
科

書
と
い
う
の
は
も
っ
と
厚
く
て
、
字
も

小
さ
く
て
、
白
黒
で
・
・
・
」
な
ど
と
、

も
は
や
中
年
に
差
し
か
か
っ
た
お
父
さ

ん
が
子
供
た
ち
の
前
で
ブ
ツ
ブ
ツ
ぼ
や

い
て
も
、「
時
代
が
違
う
よ
」
と
軽
く

い
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
確
か
に

こ
の
30
年
程
の
間
に
、
教
科
書
は
ず
い

ぶ
ん
薄
く
な
っ
て
い
る
。

土
曜
日
が
休
み
に
な
り
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
学
習
指
導
要
領
が
変
更
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」（
以
下
「
総
合
学
習
」）
が
２
０
０

２
年
（
平
成
14
）
か
ら
全
国
で
実
施
さ

れ
、
そ
ち
ら
に
も
時
間
を
配
分
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
詰
め
込
み
教
育
と
批

判
さ
れ
て
い
た
教
え
方
を
や
め
、
授
業

時
間
が
少
な
く
な
れ
ば
、
教
科
書
で
教

え
ら
れ
る
量
も
項
目
も
「
十
分
な
情
報
」

か
ら
「
必
要
な
情
報
」
へ
と
変
化
す
る

の
は
や
む
を
得
な
い
。
こ
ん
な
状
況
下

で
、「
水
の
文
化
」
と
い
っ
た
幅
広
い

事
柄
が
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る

の
か
、
大
い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、

面
白
い
ペ
ー
ジ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

た
。
『
み
な
お
そ
う
埼
玉
の
水
』

（http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/

A
02/B

H
00/H

P
/m
inaosou/

）

「
地
球
の
水
」「
水
と
く
ら
し
」「
水
の

利
用
」「
水
と
く
ら
し
て
き
た
わ
た
し

た
ち
」「
水
資
源
の
開
発
」「
水
を
め
ぐ

る
問
題
」「
水
を
大
切
に
」
と
い
う
目

次
に
な
っ
て
お
り
、
大
人
の
知
識
欲
に

も
充
分
応
え
て
く
れ
る
内
容
だ
っ
た
。

川
や
森
林
と
い
っ
た
限
定
し
た
テ
ー

マ
を
選
び
、
小
学
校
区
を
想
定
し
て
、

地
元
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
学
校
は

多
い
。
し
か
し
、「
水
と
の
関
わ
り
」

を
県
と
い
う
広
域
レ
ベ
ル
で
説
明
し
た

教
材
は
あ
ま
り
無
い
の
で
は
な
い
か
。

中
身
も
た
い
へ
ん
わ
か
り
や
す
く
、
早

速
担
当
者
で
あ
る
埼
玉
県
の
総
合
政
策

部
土
地
水
政
策
課
に
、
問
い
合
わ
せ
て

み
た
。

実
は
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
１
９

８
５
年
（
昭
和
60
）
に
県
が
企
画
し
て

予
算
を
つ
け
、
小
学
４
年
生
向
け
に
作

ら
れ
た
副
読
本
を
元
に
し
て
い
る
と
い

う
。
現
在
は
印
刷
物
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
中
身
を

つ
く
っ
た
の
は
現
場
の
社
会
科
の
先
生

達
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
改
定
を
重
ね
、
よ

く
で
き
て
い
る
と
思
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
比
べ
て
も
、
一
層
内
容
が
濃
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
本
の
編
集
委
員
会
に

名
を
連
ね
て
い
る
山
田
浩
一
さ
ん
（
左
）

と
加
賀
谷
徳
之
さ
ん
（
右
）（
ど
ち
ら

も
社
会
科
担
当
）
の
所
属
す
る
埼
玉
大

学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
を
訪
ね
、
こ

の
副
読
本
誕
生
の
経
緯
を
う
か
が
っ
た
。

社
会
科
で
水
道
を
習
う
の
は

小
学
校
４
年
生

副
読
本
『
み
な
お
そ
う
さ
い
た
ま
の

水
』
の
初
版
は
、
１
９
８
５
年
（
昭
和

60
）。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
当
時

の
総
合
政
策
部
土
地
水
政
策
課
担
当
者

の
中
に
、
水
に
か
か
わ
る
教
育
に
意
義

を
感
じ
た
人
が
い
て
、
こ
の
よ
う
な
企

画
を
立
ち
上
げ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
実
際
に
資
料
を
調
べ
た
り
、
小
学

校
４
年
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
内
容
、

表
記
に
し
た
り
す
る
編
集
作
業
は
、
社

会
科
の
現
場
教
師
が
担
っ
た
。
以
来
、

時
代
に
即
し
た
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た

と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
目
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

各
年
の
副
読
本
『
み
な
お
そ
う
さ
い
た

ま
の
水
』
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
確

か
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
題
材
や
説
明
の

仕
方
が
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

現
在
、
小
学
校
の
社
会
科
の
授
業
で

は
、
４
年
生
で
上
水
道
に
つ
い
て
学
習

す
る
。
し
か
も
、「
く
ら
し
に
必
要
な

も
の
」
を
教
え
る
一
つ
の
事
例
な
の
で
、

上
水
道
の
ほ
か
に
、
ゴ
ミ
処
理
や
電

気
・
ガ
ス
な
ど
を
扱
っ
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
国

約
２
万
４
０
０
０
の
小
学
校
の
中
に
は
、

水
と
く
ら
し
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
習

し
な
い
小
学
生
が
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

山
田
さ
ん
は
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る

教
科
書
を
見
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
教
科

書
に
は
「
水
は
ど
こ
か
ら
」
と
題
し
、

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の
過
程
が
19
ペ
ー

ジ
に
渡
り
説
明
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
教
科
書
だ
か
ら
平

均
的
な
説
明
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。



1.2 .学校にある蛇口を調べたり、一日に使われている水の量や用途に
ついて調べたりして水の大切さについて話し合いながら学習問
題をつくる。

◆水の用途
◆一日に一人が使う水の量
◆学校にある蛇口の場所と数

学習問題
わたしたちが毎日使っているたくさん水は、人々のどのような努力とし
くみによって、送られてくるのだろう。

‐単元の学習計画と見通し

関　学校にある蛇口調べや、一日の水の使用量を調べることを通して、
飲料水について関心をもって活動しようとする。

〈行動・ノート〉

思　調べたことをもとに話し合いながら、学習問題について考え、予
想を立てたり、学習計画を立てたりする。

〈発言・学習カード〉

3 .学校で使っている水はどこから送られてくるのか、蛇口から校舎内
の水の流れをたどって調べる。

◆水道管と水道メーター
◆給水タンク
◆浦和浄水場とさいたま市水道部
◆水道記念館

技　学校内の水道管やその他の水道施設について、蛇口から逆に水の
流れをたどって調べる　　　　　　　　　　　〈行動・調査記録〉

知　学校内にある水道施設と、飲料水が送られてくるしくみがわかる
〈発言・学習カード〉

4.5 .水道記念館やさいたま市水道部に行き、水源までの経路やしくみ、
働く人たちの工夫や努力などについて調べる。

◆水の使用量の変化
◆安定供給のためのしくみと工夫
◆働く人々の工夫や努力
◆浄水場とダム

技　さいたま市の飲料水が送られてくるしくみや働く人たちの工夫や
努力についてそこで働く人とかかわりながら調べる。

〈行動・調査記録〉

知　さいたま市の飲料水は、安定して供給するために、組織的、計画
的に事業が進められていることがわかる。 〈発言・学習カード〉

6.7 .大久保浄水場に行き、きれいな水を作るためのしくみや工夫につ
いて調べる。

◆川の水をきれいにするしくみ
◆働く人々の工夫や努力
◆埼玉県内の浄水場
◆荒川と水源地のダム

関　浄水場できれいな水を作るためのしくみや工夫について、自分の
課題をもち、意欲的に調べようとする。

〈行動・学習カード〉
技　浄水場できれいな水を作るためのしくみや働く人たちの工夫や努
力について、そこで働く人とかかわりながら調べる。

〈行動・調査記録〉

8 .浄水場から水源までの河川の様子や、水源での水資源の確保の様子
について調べる。

◆荒川と浦山ダム
◆武蔵水路、利根川と下久保ダム
◆ダムの役割と水資源の確保
◆ダムの建設と森林の保全

関　今まで調べたことをもとに、水資源の確保のためのダムについて
も、意欲的に調べようとする。

〈行動・学習カード〉
思　水資源の確保のために、ダムばかりでなく、森林の保全なども計
画的に行われていることを考える。

〈発言・学習カード〉

9.10 .調べたことを整理しながら、再調査をしたり、まとめて表現し
たりしながら、学習問題について考える。

◆水源地から蛇口までの経路にそって
◆水道記念館、大久保浄水場、ダム
◆現地調査でかかわった人との意見交流
◆自分の考えの整理
◆パンフレットや壁新聞などでのまとめ

技　飲料水が送られてくるしくみや働く人たちの工夫や努力について、
再調査したり、調べてわかったことをまとめて表現したりする。

〈行動・学習カード・作品〉
思　飲料水の確保が組織的、計画的に進められていることによって、
健康な生活が維持されていることを考える。

〈発言・学習カード〉

11 .調査してわかったことや、まとめた作品をもとに、地域の一員と
して、水を大切に使うため自分ができることについて、考えて
話し合う。

◆水不足と節水
◆日常生活での節水の仕方
◆友達との意見交流

思　調査したことをもとに、地域の一員として自分ができることを考
える。 〈発言・学習カード〉

関　地域の一員として自分ができることを考え、実践していこうとする。
〈行動・発言・学習カード〉
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小学生は、水をどのように学んでいるのか 第４学年　社会科学習指導案 （一部） 授業者　　山田浩一

１　単元名　　水はどこから
２　単元の目標と評価規準

さいたま市の人々にとって必要な飲料水が送られてくるしくみについて関心をもち、見学や調査などを通して調べたり

表現したりする中で、さいたま市の人々の健康な生活の維持向上のために、人々が計画的、協力的に対策や事業を行っ

ていることを理解するとともに、自分ができることについて考える。

社会的事象への
関心・意欲・態度

さいたま市の人々の生活にとって

必要な飲料水が送られてくるしく

みに関心をもち、意欲的に調べよ

うとするとともに地域の一員とし

て、水を大切に使うために自分が

できることを実践していこうとす

る。

社会的な
思考・判断

飲料水の確保が、組織的、計画的

に進められていることによってさ

いたま市の人々の健康な生活の維

持と向上が図られていることを考

えるとともに、自分のくらしとの

かかわりや自分ができることにつ

いても考える。

観察・資料活用の
技能・表現

飲料水が送られてくるしくみやそ

こに従事する人々の工夫努力につ

いて、現地に出かけ見学や調査な

どをして調べたり調べてわかった

ことを絵、文章、グラフなどにわ

かりやすく表現したりする。

社会的事象についての
知識・理解

さいたま市の人々の生活にとって

必要な飲料水が送られてくるしく

みやそこに従事している人々の努

力や工夫について知り、人々の住

みよいくらしを支えるために、こ

れらのことが組織的、計画的に行

われていることを理解する。

３ 単元の指導計画と評価計画（11時間扱い） 〇内の数字は時間を表す。〈 〉内は評価の方法を表す

関：関心・意欲・態度 思：思考・判断　　　技：観察・技能・表現　　　知：知識・理解

つ
か
む
（
問
題
を
つ
か
む
）

学　習　活　動　・　学　習　内　容 評 価 の 観 点 ・ 内 容 ・ 方 法

も
と
め
る
（
問
題
に
つ
い
て
調
べ
る
）

ひ
ろ
げ
る
（
ま
と
め
る
）
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実
際
に
、
教
師
は
、
水
道
を
ど
の
よ
う

に
伝
え
る
の
か
。

山
田
さ
ん
、
加
賀
谷
さ
ん
が
所
属
す

る
埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
は
、

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
と
い
う
埼
玉
県
の

中
心
地
に
あ
る
。
１
ク
ラ
ス
40
名
で
、

１
学
年
３
ク
ラ
ス
。
山
田
さ
ん
は
、
か

つ
て
自
分
が
つ
く
っ
た
「
水
道
」
を
教

え
る
際
の
学
習
指
導
案
を
見
せ
て
く
れ

た
。（
前
頁
）
水
道
の
学
習
に
約
11
時

間
を
充
て
、
目
標
と
評
価
規
準
、
各
時

間
で
理
解
す
べ
き
内
容
を
ま
と
め
た
、

授
業
の
計
画
書
で
あ
る
。

社
会
科
の
目
指
す
の
は

公
民
的
な
資
質
の
基
礎
を

養
う
こ
と

こ
の
指
導
案
を
見
る
と
、
教
え
手
の

考
え
方
が
よ
く
わ
か
る
。

「
単
元
の
目
標
は
、
上
水
道
が
い
か
に

組
織
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
、

そ
こ
に
携
わ
る
人
々
の
努
力
を
教
え
る

こ
と
で
す
。
社
会
科
と
い
う
教
科
は
、

子
供
た
ち
の
公
民
的
な
資
質
の
基
礎
を

養
う
、
つ
ま
り
将
来
社
会
の
担
い
手
に

な
る
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
き
い

目
標
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
水
道
が
題

材
な
ら
ば
、
水
道
を
支
え
る
人
々
の
努

力
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
が

生
き
方
の
問
題
と
し
て
振
り
返
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

こ
の
指
導
案
の
１
・
２
時
間
目
に

「
学
習
問
題
」
と
い
う
欄
が
あ
る
。
い

時
代
は
変
わ
っ
た
。
小
学
生
が
授
業

中
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
も
の
を
す
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
黒
板
に
向
か
っ
て

聞
く
授
業
風
景
と
は
大
違
い
だ
。

「
今
行
っ
て
い
る
よ
う
な
授
業
で
は
、

外
部
の
人
は
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
、

い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
生
も
、
ク

ラ
ス
全
員
に
目
を
配
り
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
で
言
葉
を
か
け
て
や
っ
た
り
、
子
供

た
ち
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
拾
い
上
げ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
講
義
形
式
の
ほ
う
が
よ
ほ

ど
楽
で
す
よ
」。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
は

社
会
科
、
理
科
・
・
・
の
よ
う
に
、

決
め
ら
れ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
教
え
る
こ

と
を
「
教
科
学
習
」
と
呼
ぶ
。
評
価
の

観
点
や
教
え
る
内
容
、
配
分
時
間
な
ど

も
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

学
校
ご
と
に
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
、「
学
び
方
」
を
教
え
る
の
が

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
だ
。

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
総
合
学
習
」
の

進
め
方
は
各
校
で
千
差
万
別
だ
。
あ
る

学
校
の
事
例
が
自
分
の
学
校
で
う
ま
く

い
く
と
は
限
ら
な
い
。
環
境
、
福
祉
、

国
際
交
流
な
ど
と
テ
ー
マ
を
生
徒
一
人

一
人
が
自
由
に
学
習
テ
ー
マ
を
考
え
た

り
、
近
所
の
お
年
寄
り
に
出
張
講
師
に

来
て
も
ら
い
昔
話
を
語
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
校
庭
で
稲
を
育
て
た
り
ビ
オ
ト
ー

プ
を
作
っ
て
み
た
り
と
、
そ
の
試
み
は

幅
広
い
。

埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
は
、

「
総
合
学
習
」
に
、
３
、
４
年
生
で
は

年
間
１
０
５
時
間
、
５
、
６
年
生
で
は

年
間
１
１
０
時
間
を
割
い
て
お
り
、
子

供
た
ち
が
公
園
を
丸
ご
と
調
べ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
県
庁
や
公
民
館
や
近
所
の

ホ
テ
ル
に
聞
き
取
り
調
査
に
出
向
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
６
年
生
に
な
る
と
卒
業
研

究
も
行
う
そ
う
で
、
そ
の
成
果
は
保
護

者
や
５
年
生
の
前
で
発
表
す
る
と
い
う
。

発
表
と
い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
な
い

だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
。

「
去
年
は
、『
人
の
た
め
に
』
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
実
際

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
、
ゴ
ミ

を
お
金
に
換
え
て
市
役
所
に
募
金
し
た

り
、
赤
い
羽
募
金
か
ら
福
祉
に
迫
っ
た

子
も
い
ま
し
た
。
川
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す

る
所
か
ら
川
の
浄
化
に
取
り
組
ん
だ
子

も
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
ら
を
、
文
章
に

し
た
り
、
模
造
紙
に
書
き
込
ん
だ
り
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
発
表
す
る
子
供
も
い
ま
す
」
と
加
賀

谷
さ
ん
は
言
う
。

副
読
本
を
生
か
す
使
い
方

子
供
た
ち
の
問
題
意
識
で
進
め
ら
れ

る
「
総
合
学
習
」
に
お
い
て
は
、
主
体

的
な
成
果
を
挙
げ
る
か
ど
う
か
は
、
教

わ
ば
「
問
い
」
の
設
定
で
、
こ
の
単
元

で
調
べ
る
べ
き
問
題
を
、
子
供
た
ち
が

主
体
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
意
識
さ

せ
る
。

「
社
会
科
は
、
問
題
解
決
的
な
学
習
と

い
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
問
題
を
最
初

に
設
定
し
ま
す
。
教
師
が
誘
導
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
最
初

に
感
じ
た
疑
問
か
ら
始
め
た
ほ
う
が

『
自
分
た
ち
で
考
え
た
問
題
な
ん
だ
』

と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
。
具
体
性
が
な
い
事
柄
に
は
、
子
供

は
興
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

最
初
に
、
学
校
中
の
蛇
口
を
数
え
た
り
、

校
内
の
高
架
水
槽
を
見
せ
た
り
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
蓋
を
開
け
て
み
た
り
し
て
、

あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、

子
供
た
ち
に
具
体
的
行
動
を
起
こ
さ
せ

て
、
興
味
を
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

中
間
の
段
階
で
は
、
水
道
局
や
浄
水

場
に
足
を
運
ん
だ
り
、
子
供
た
ち
自
身

で
資
料
を
調
べ
る
よ
う
に
促
し
ま
す
。

３
年
生
の
「
総
合
学
習
」
で
パ
ソ
コ
ン

に
触
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
以
前
か
ら
家

庭
で
経
験
し
て
い
る
児
童
も
多
い
の
で
、

４
年
生
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
ど
ん
ど
ん
調
べ
も
の
を
し
ま
す
。
学

校
に
は
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
の
他
に
、
各

教
室
に
Ｐ
Ｃ
が
１
台
ず
つ
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
も
、

な
か
な
か
狙
っ
た
資
料
が
探
せ
ず
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介
カ
ー
ド
』
を
つ

く
り
、
関
連
サ
イ
ト
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
子
供
た
ち
に
配
っ
て
い
ま
す
。

『
み
な
お
そ
う
埼
玉
の
水
』
が
、
こ
こ

で
資
料
と
し
て
登
場
す
る
わ
け
で
す
ね
。

最
後
の
時
間
で
、
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ

と
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
教
師
が
司
会

を
し
て
話
し
合
い
を
し
ま
す
」。

子供たちのために作ったホームページ紹介カード
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小学生は、水をどのように学んでいるのか

６年３組　卒業研究テーマ（題材）一覧表 2003年

１　チアリーディングってどんなスポーツ？
２　ごみによってどんな問題が起き、どんな解決策があるのか
３　酸性雨の原因と被害はどのようなものか
４　日本にはどのような世界遺産があるのだろう
５　現代とは異なる昭和の食文化
６　環境に優しい自動車はどのような仕組みなのだろうか
７　オーケストラの歴史と楽器について
８　方言の種類はどのようなものか
９　宮崎県の特色はどのようなものか
10 裁判の判決の仕方はどのようなものか
11 雪はどのようにしてできているのだろうか
12 Ｗ杯にでた国々の主食には、どのような特色があるのだろうか
13 世界の楽器にはどんな歴史と作りがあるのだろうか
14 西郷隆盛はどのように生きたのだろうか
15 イギリスの文化は、童話からどのような事が分かるのだろうか
16 自然界のリサイクル者　キノコ
17 家作りの歴史には、どのような変化がみられるのか
18 うどんのおいしい作り方
19 介護にはどのような仕事があり、どのような工夫がされているのだろうか
20 韓国人は何を食べるのだろうか
21 献血には、どのような問題があるのだろうか
22 馬や人にはどのようなつながりがあるのだろう
23 環境マークの役割とは、どのようなものがあるのだろうか
24 地球の仕組みはどのようなものだろうか
25 沖縄の米軍問題は、どのくらい深刻な問題なのだろうか
26 地球温暖化の対策には、どのようなものがあるのだろうか
27 ペットボトルはリサイクルすると、どのように変わるのだろうか
28 お米はどのようにして、成り立っているのか
29 日本一のまち岡山県阿新地方
30 樺太と第二次世界大戦はどのように関わっているのだろうか
31 介助犬は、どのようにして人の手や足の役割を果たしているのだろうか
32 富士山の環境破壊を防ぐには、どうすれば良いのだろうか
33 中山道浦和宿には、どのような歴史があるのだろうか
34 不幸な犬を増やさないためにはどうすれば良いのだろうか
35 新体操にはどのような魅力があるのだろう
39 酸性雨を防ぐにはどうすればよいのだろうか
37 阿波踊りで阿呆になる！
38 海洋汚染の原因と対策を探ろう
39 環境に優しい車とはどのようなものなのだろうか
40 ホームヘルパー、老人ホームはどのようなものか

水
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
水
を
大
切
に
す
る
と
い
う
生
き
方

に
結
び
つ
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」。

21
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
副
読
本

は
、
各
年
の
学
習
指
導
要
領
に
合
わ
せ

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
遠
い
将
来
を
見
据
え
て
作
っ
た

も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
当
時
は
、
水

道
だ
け
で
は
な
く
、
水
害
や
下
水
道
の

こ
と
も
社
会
科
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
県
内
の
水
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
ま
と
め
た
ら
、
厚
み
の
あ
る
資
料
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
評
価
が

高
い
こ
と
は
、
毎
年
改
訂
を
続
け
な
が

ら
昨
年
ま
で
版
を
重
ね
て
き
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。

そ
し
て
、
21
年
後
。
学
校
教
育
現
場

と
は
ま
っ
た
く
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

「
水
の
文
化
編
集
部
」
の
目
で
見
る
と
、

こ
の
教
材
は
実
に
わ
か
り
や
す
い
「
流

域
の
水
の
文
化
」
を
伝
え
る
教
材
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
情
報
が
長

生
き
す
る
と
は
、
結
局
、「
い
ま
良
い

も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
作
り
手
の
気

概
と
、
条
件
に
応
じ
て
「
使
い
こ
な
す
」

と
い
う
利
用
者
の
気
概
が
、
時
間
を
超

え
て
出
会
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

師
の
手
腕
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
水
道
を
教
え
る
に
し
て
も
、
児
童

に
暮
ら
し
の
感
覚
を
意
識
さ
せ
、
心
の

琴
線
に
触
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
先

生
次
第
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
副
読
本
の

大
き
な
存
在
価
値
が
あ
る
。

加
賀
谷
さ
ん
が
、
自
分
の
ク
ラ
ス
で

『
み
な
お
そ
う
さ
い
た
ま
の
水
』
を
使

っ
た
と
き
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
。

「
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
の
は
、
こ
の
本
の
中
に
収
め
ら
れ
て

い
る
『
工
事
が
進
む
合
角

か
っ
か
く

ダ
ム
』
と
い

う
文
章
で
す
。
家
が
ダ
ム
建
設
で
取
り

壊
さ
れ
た
と
い
う
子
供
の
作
文
で
す
。

こ
れ
を
資
料
と
し
て
使
い
、
最
後
の
１

時
間
に
児
童
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

『
水
を
大
切
に
し
よ
う
』
と
い
う
と
き

に
、
口
先
だ
け
で
は
な
く
、
我
々
が
便

利
に
使
っ
て
い
る
水
道
と
い
う
シ
ス
テ

ム
の
裏
に
、
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
人
が

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
。
子
供
た
ち
も
、
そ
れ
ま
で

は
ダ
ム
か
ら
蛇
口
ま
で
水
が
自
動
的
に

ス
ー
と
来
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
を
境
に
ち
ょ
っ
と
水
に
対

す
る
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た
。
世
界
で

も
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
を
飲
め
る
国
は

少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
自
分
と

同
じ
年
代
の
子
供
の
作
文
と
い
う
形
で

目
に
し
た
と
き
に
、
頭
だ
け
で
な
く
心

と
体
で
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
『
気
づ
き
』
で
日
本
の

『みなおそうさいたまの水』の本文。1986年版（上）と2002年版（下）


